
新年度のごあいさつ

能登半島地震へのDPAT支援を経て
災害時の教訓を再認識しました
院長 森川 将行

新人のごあいさつ

公認心理師＆薬剤師 体験レポート こころとくすり	  
第5回 テーラーメイドの栄養指導
こころの県民公開講座開催案内
地域連携Chirenニュース

よろしくお願い申し上げます！
新たな職員も加わり、いっそう充実した医療を提供してまいります。
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県民の皆さんのより良いこころの健康をめざし、精神科疾患があっても
地域で安心して暮らせるよう、医療サービスを提供していきます。

三重県立こころの
医療センターのビジョン



路
事
情
の
た
め
夜
の
移
動
が
困
難
、
加
え

て
雪
が
あ
り
、
日
中
通
行
で
き
て
い
た
道

で
も
夜
間
通
行
止
め
と
な
り
、
支
援
先
に

移
動
す
る
の
が
大
変
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
災
害
時
の
精
神
科
医
療
の
支
援
で
大
切

な
の
は
、災
害
時
に
は
不
安
が
増
大
し
、不

眠
が
生
じ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
泣
き
出

す
な
ど
感
情
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
が
、

多
く
は
正
常
反
応
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も

の
自
分
と
異
な
る
状
態
に
な
る
と
人
は
困

惑
し
ま
す
が
、
大
部
分
は
時
間
と
と
も
に

回
復
し
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
１
か
月
を

超
え
て
続
く
場
合
に
は
専
門
家
へ
の
相
談

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
初
期
の
ス
ト
レ
ス
反
応
を
改
善
す

る
方
法
は
、
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
安
眠

を
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
ど
ん
な
些
細
な
事

で
あ
っ
て
も
、
将
来
へ
の
見
通
し
が
具
体

的
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
衣
食
住
が
確
実

に
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
支
援
を
通
じ
て
南
海
ト
ラ
フ
の

よ
う
な
多
く
の
都
道
府
県
に
渡
る
大
地
震

の
場
合
、
最
初
の
１
週
間
は
他
の
都
道
府

県
か
ら
の
支
援
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
自
県
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る

の
か
を
、
平
時
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
規

模
な
震
災
に
お
い
て
は
復
興
す
る
の
に
10

年
近
く
を
要
し
て
お
り
、
今
後
も
私
た
ち

は
被
災
地
へ
の
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

得
ら
れ
た
教
訓
を
現
在
か
ら
未
来
へ
と
繋

げ
る
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

て
、
当
院
か
ら
副
院
長
１
名
、
看
護
師
２

名
、
作
業
療
法
士
１
名
の
計
４
名
が
１
月

５
日
か
ら
１
月
11
日
ま
で
被
災
地
に
派
遣

と
な
り
ま
し
た
。
水
道
、
電
気
、
道
路
な

ど
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
被
害
を
受
け
、
ま
た

雪
が
降
る
中
、
珠
洲
市
を
中
心
と
し
た
支

援
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
続
く
第
２
班

と
し
て
、
院
長
、
看
護
師
１
名
、
臨
床
心

理
師
１
名
、
作
業
療
法
士
１
名
が
、
第
１

班
か
ら
の
申
し
送
り
を
受
け
、
１
月
11
日

か
ら
１
月
17
日
ま
で
派
遣
と
な
り
、
珠
洲

市
、
輪
島
市
で
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
３
班
は
他
病
院
か
ら
、
第
４
班
は
再
び

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
輪
島
市
へ
、

第
５
班
は
、
混
成
隊
と
し
て
、
他
病
院
の

医
師
を
含
め
て
、
当
院
か
ら
精
神
保
健
福

祉
士
１
名
、
作
業
療
法
士
１
名
が
、
１
週

間
ず
つ
の
日
程
で
派
遣
さ
れ
、
最
終
的
に

三
重
県
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
は
第
６
班
ま
で
で
、
以

後
は
石
川
県
内
の
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
で
対
応
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
道
路
事
情
が
悪
く
、
液
状
化
、

家
屋
の
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、
地
割
れ
な
ど

が
あ
り
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
の

移
動
と
な
り
、
災
害
前
の
３
〜
４
倍
の
時

間
を
要
し
ま
し
た
。
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
か
ら
見
え
る
道
は
、
私
た
ち
が
日
常
生

活
の
中
で
見
て
い
る
も
の
と
は
異
な
り
、

平
坦
な
部
分
は
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
全
体
が
さ
ざ
波
の
よ
う
に
波
打
ち
、
車

に
乗
っ
て
い
る
と
微
細
な
振
動
を
感
じ
気

分
が
悪
く
な
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ

し
て
、
特
に
困
っ
た
の
が
、
こ
う
し
た
道

新年度のごあいさつ

能登半島地震へのDPAT支援を経て
災害時の教訓を再認識しました
院 長　森 川 将 行

　
令
和
６
年
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
に

能
登
半
島
を
中
心
と
し
た
最
大
震
度
７
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
年
末
年
始
で
帰

省
さ
れ
て
い
た
方
が
多
い
中
で
起
こ
っ
た

出
来
事
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
翌
２
日
に
は
能

登
半
島
支
援
に
向
か
う
た
め
の
海
上
保
安

庁
の
航
空
機
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
が
衝
突
炎
上
す

る
出
来
事
が
あ
り
、
暗
然
と
し
た
中
、
被

災
地
支
援
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
の
派
遣
と
同
様
に
、
災
害

派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）の
準

備
を
整
え
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
は
各
都
道

府
県
別
に
組
織
さ
れ
、
自
然
災
害
や
犯
罪

事
件
・
航
空
機
・
列
車
事
故
等
の
集
団
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
災
害
に
よ
っ
て

生
じ
た
被
災
地
域
の
精
神
保
健
医
療
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
他
の
保
健
医
療
体
制
と
の
連

携
、
各
種
関
係
機
関
等
と
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
、
専
門
性
の
高
い
精
神
科
医
療
の
提

供
と
精
神
保
健
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
は
精
神
科
医
、
看
護
師
、
そ
し

て
、
業
務
調
整
委
員
で
構
成
さ
れ
た
３
〜

５
名
の
チ
ー
ム
で
、
業
務
調
整
委
員
に
は

薬
剤
師
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
や
公
認
心
理
師
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
最

初
に
派
遣
さ
れ
る
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
は
、
先
遣
隊

と
呼
び
、
構
成
員
は
国
指
定
の
実
地
研
修

を
修
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
三
重
県
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊
第
１
班
と
し



看護師１年目で、わから
ないことが多くありますが、
患者さまが安心して治療
にのぞめるような良い看
護を提供できるよう先輩
方のご指導を受けながら
精一杯頑張ります。色々
ご迷惑をおかけすることも
あると思いますが、よろし
くお願いいたします。

看護部 西１病棟
山本 詩暖

看護師として初めての勤
務であり、わからないこと
ばかりですが、患者さまや
先輩方から信頼していた
だけるような看護師に成長
したいと思います。先輩
方にはご迷惑をおかけす
ることもあると思いますが、
日々学ぶ姿勢を忘れず精
一杯頑張ります。

看護部 北２病棟
高垣 朱花

令和6年4月から入職した坂本健太郎と申しま
す。趣味は下手の横好きではありますが海釣り
です。これまでは奈良県の秋津鴻池病院に勤
務しておりました。まだまだ不慣れでご迷惑を
おかけすることもあるかと思いますが、よりよい
医療を提供できるよう頑張ります。

診療部 医師
坂本 健太郎

この度はご縁をいただき、こころの医療センタ
ーへは２回目の赴任となりました。山本佳将で
す。患者さんにとって正し過ぎる選択ではなく、
しあわせである選択を共に考えていければと存
じます。

診療部 医師
山本 佳将

奈良から赴任しました医師の三輪祐果と申しま
す。3月までは奈良県立医科大学附属病院精
神科にて勤務しておりました。慣れない環境で
多々ご迷惑をおかけすることと思いますが、三
重県の精神医療に少しでも貢献できるように精
進して参ります。

診療部 医師
三輪 祐果

昨年度に学校を卒業し、
今年度から看護師として
初めて勤務いたします。
不安や戸惑いもあります
が、笑顔で楽しく健康を
大切にしていきたいと思い
ます。患者さまや職員の
方々からたくさんのことを
学びながら、日々 努力を惜
しまず頑張ります。

看護部 北１病棟
森　礼良

初めての精神科病棟での
勤務となりますのでご迷
惑をおかけすることもある
と思いますが、ご指導の
ほどよろしくお願いします。
１日でも早く仕事に慣れ、
より良い看護が提供でき
るように頑張りたいです。

看護部 南１病棟
坂東 伊澄

私は５年間一般病棟で勤
務してきました。精神科
は初めての経験になるた
め、不安なことも多いで
すが、今までの経験を活
かして少しでも患者さんが
笑顔になれるような看護
を提供していきたいです。

昨年10月より赴任しました金井と申しま
す。今年度も引き続きこちらで働かせて
いただくことになり、大変嬉しい気持ち
です。多職種連携を心がけて日々の診
療に取り組んで参ります。今後ともご指
導、ご鞭撻のほどお願いいたします。

　森川院長は年度初めの挨拶で、院内におけるC
OVID-19対策をはじめと

した医療や病院全体の取り組みを強調し、依存症
治療やギャンブル障害プロ

グラムの改善に対する取り組みを述べました。

　そして、能登半島地震への災害支援、南海トラ
フ地震など災害時の対応、

感染症対策についても言及しました。

　また、これまで感染症病棟として稼働していた
東１病棟を、思春期病棟と

して開棟したことなどを挙げ、新たな取り組みを
始めていることにも触れ、

職員からの提案や情報発信の強化も重要視してい
ることを述べました。

　最後に、医療の連携への重要性を強調し、病院
全体的な改善と経営安定の

ために職種を超え、職員共同で取り組むことを呼
びかけました。

　辞令交付式では新規採用職員及び転入者が一人
ずつ口頭辞令を受け取りま

した。新規採用職員及び転入者の皆さん、共に歩
んでいく仲間として、これ

からどうぞよろしくお願いいたします。

看護部 南２病棟

診療部 医師

木戸上 栞里

金井 大樹

新人のごあいさつ
新しい仲間をご紹介します！



春の訪れとともに新年度が始まり、あっとい
う間に清々しい初夏の季節となりました。皆

さまいかがお過ごしでしょうか？私は季節の中でまさに今、こ
の初夏の季節が一番好きです。何か特別なことがあるわけでは
ありませんが、何か起こるかもしれないというウキウキ感を感
じています。今年度もウキウキ・わくわくアイデア溢れる広報
紙を皆さまにお届けしたいと考えています。よろしくお願いし
ます。

公認心理師＆薬剤師 体験レポート 　こころとくすり

診察室１ 診察室２ 診察室３ 診察室４ 診察室５ 診察室６ 診察室７ 診察室10 診察室11 診察室12

月 初診（精神） 久納 中島 濵本 初診
（アルコール） 坂本 山城

火 初診（精神） 森川 芳野 中瀬 吉見 小畑 藪 （もの忘れ）
吉丸 脳神経内科

水 初診（精神） 佐野 乾 AM 楠本 初診
（アルコール） 小畑 山城 （もの忘れ）

吉丸 脳神経内科

木 初診（精神） 森川 乾 AM 外部医師 金井 山本 久納 三輪 PM 岩佐

金 AM 森川（もの忘れ） 芳野 佐野 吉見 藪 （もの忘れ）
小川 脳神経内科

※令和6年4月1日現在

※休診日／土・日曜・祝祭日及び年末年始
初診外来は、予約制です。ご予約先：初診外来予約専用電話 059-253-3120（9：00〜13：00）外来担当医

＼ 今年度もどうぞよろしくお願いします ／

⃝関係機関との連携 　⃝受診・入院の受け入れ相談
⃝他科受診調整　　　 ⃝広報活動（こころしっとこセミナー、他）
⃝診療情報提供書の管理

令和５年度 実績
⃝新規患者数……………………… 841名
⃝新規紹介患者数………………… 546名
⃝紹介率…………………………… 65％
⃝紹介元医療機関数……………… 286機関
⃝紹介元件数……………………… 567件
⃝紹介先件数……………………… 603件

⃝関係機関訪問件数……………… 288件

第5回 テーラーメイドの栄養指導

　今回は当院の栄養室　横山室長に
よる「栄養指導」を体験しました。
　食べ物と精神症状の関係性が注目
されている昨今、当院でも糖尿病や
脂質異常症など様々な身体合併症を
持つ患者様は多く、ニーズが増える
中で、現在は２名の栄養士で指導を
しているとのこと。
　体験ではまず、私たちの一日の食
事や体重、身長を伝え、食事のアン
バランスなところの改善方法につい

て指導していただきました。
　こだわりの生活スタイルは尊重す
る、うつ病の方には負担になりすぎ
ない目標を立てるなど、時には精神
症状にも配慮しながらその方に合っ
たアドバイスをするのは精神科病院
ならではの工夫とのこと。食事内容
のみならず、生活リズムや困ってい
ることなどを丁寧に聞き取り、やる
気を引き出す「テーラーメイドの栄
養指導」を意識しているそうです。

自分の食事内容に自信がなかったのですが、
横山室長から「仕事もあるし大変ですよね。す
ぐに食事や生活を変えるのは難しいので、なん
でも一歩ずつ」と言われ安心しました。相手に寄
り添った工夫をされているところは心理師の関わり
方とも通ずるところがあると思いました。（波夛）

「若いうちから骨も筋肉も貯金しよう」という言葉が
印象深かったです。栄養士さんは生活習慣や
疾患を考慮し、一人ひとりに合わせた指導をして
いるということがよくわかりました。教えるだけでなく、
寄り添うことが大切になるのは栄養指導も服薬
指導も似ているのではと感じました。（岡村）

令和６年度 こころの県民公開講座
災害時のメンタルヘルスについて

～能登半島地震の支援から南海トラフ地震にむけて～
場所：三重県人権センター
講師：芳野浩樹副院長、他

※詳細は後日HPに
て公表します。
ご確認ください。

令和６年７月６日土
午前9時30分～11時30分（受付：午前9時～）

広報委員会／作業療法G 矢﨑

ちれんの主な業務内容

地域連携
すべては患者さんの最良の医療の継続のために―連携

Chirenちれん

編集後記

薬剤師 岡村 佳奈 × 公認心理師 波夛 明里

三重県立こころの医療センター
〒514-0818 三重県津市城山1丁目12－１
TEL 059-235-2125  FAX 059-235-2135
URL https://www.pref.mie.lg.jp/KOKOROHP/HP/


